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『
讃
岐
典
侍
日
記
』
は
、『
蜻
蛉
日
記
』
以
来
の
女
流
日
記
文
学
の
自
照
性
と

記
録
性
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
作
品
が
成
立
し
た
十
二
世
紀
初

頭
の
過
渡
的
状
況
を
も
映
し
出
す
作
品
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
堀
河
天
皇
の

闘
病
か
ら
崩
御
へ
の
日
々
と
新
帝
即
位
関
連
の
諸
行
事
等
、
宮
廷
生
活
の
描
写

に
は
王
朝
貴
族
文
化
の
伝
統
が
色
濃
く
残
る
一
方
で
、
作
者
の
悲
嘆
と
追
憶
の

記
述
に
は
、『
更
級
日
記
』
ま
で
の
女
流
作
品
と
は
異
な
る
院
政
前
期
の
要
素

が
見
受
け
ら
れ
る
。
本
稿
は
、
作
者
長
子
が
日
記
の
読
者
と
し
て
選
ん
だ
「
常

陸
殿
」
に
関
す
る
諸
考
察
の
流
れ
を
整
理
し
、
一
部
に
和
歌
研
究
の
成
果
や
方

法
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
現
在
有
力
と
な
っ
て
い
る
「
常
陸
典
侍
藤
原
房
子
」
説⑴

と
、
か
つ
て
否
定
さ
れ
た
「
歌
人
肥
後
（『
肥
後
集
』
作
者
、
後
年
の
別
称
は

常
陸
）」
説⑵
に
つ
い
て
の
再
検
討
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

１　
「
常
陸
殿
」
を
め
ぐ
る
諸
説
と
そ
の
流
れ

　
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
執
筆
の
動
機
と
意
図
と
を
考
え
る
上
で
重
要
な
下
巻
の

跋
文
は
、「
常
陸
殿
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
に
も
最
も
重
要
な
部
分
で
あ
る
。

「
わ
が
同
じ
心
に
偲
び
ま
ゐ
ら
せ
む
人
と
、
こ
れ
を
も
ろ
と
も
に
見
ば
や
」

と
思
ひ
ま
は
す
に
、
偲
び
ま
ゐ
ら
せ
ぬ
人
は
誰
か
は
あ
る
。
さ
れ
ど
、
わ

れ
を
あ
ひ
思
は
ざ
ら
む
人
に
見
せ
た
ら
ば
、
世
に
わ
づ
ら
は
し
く
洩
れ
聞

こ
え
む
も
よ
し
な
し
。
ま
た
、
あ
ひ
思
ひ
た
ら
む
人
も
、
方
人
な
ど
な
か

ら
む
人
は
、
映
え
な
き
心
地
す
れ
ば
、「
こ
の
み
か
ど
に
あ
ひ
た
ら
む
人

も
が
な
」
と
思
ふ
に
、「
常
陸
殿
ば
か
り
ぞ
、
こ
の
み
か
ど
に
あ
ひ
た
る

人
は
あ
な
れ
」
と
思
ひ
、
迎
へ
た
れ
ば
、
思
ふ
も
著
く
、
あ
は
れ
に
心
安

く
渡
ら
れ
た
り
。
日
暮
ら
し
に
語
ら
ひ
暮
ら
し
て
。

（
小
谷
野
純
一
『
讃
岐
典
侍
日
記
全
評
釈
』
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。
こ
こ

は
私
意
に
よ
り
一
部
の
漢
字
を
仮
名
に
直
し
、
傍
線
を
付
し
た
。）

「
こ
の
み
か
ど
に
あ
ひ
た
ら
む
人
」
の
部
分
に
つ
い
て
、
か
つ
て
は
「
み
か
ど

=

帝
（
堀
河
帝
）」
と
す
る
解
釈
も
行
わ
れ
た
が⑶
、
現
在
で
は
「
み
か
ど
＝
三
廉
」

と
し
て
「
こ
の
三
つ
の
事
項
に
相
応
し
い
よ
う
な
人
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る⑷
。

即
ち
、
こ
の
跋
文
は
、
長
子
が
日
記
を
見
せ
て
共
に
堀
河
帝
を
偲
ぶ
に
相
応
し

い
人
と
し
て
、

　

①
堀
河
帝
を
「
偲
び
ま
ゐ
ら
せ
」
る
人
で
あ
る
こ
と
。

　

②
「
わ
れ
を
あ
ひ
思
」
う
人
（
私
に
好
意
を
持
つ
人
）
で
あ
る
こ
と
。

　

③
「
方
人
な
ど
」
あ
る
人
（
仲
間
・
味
方
を
持
っ
て
い
る
人
）
で
あ
る
こ
と
。

の
三
つ
を
考
慮
し
、
そ
れ
に
適
う
人
物
と
し
て
常
陸
殿
を
選
ん
だ
と
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

こ
の
常
陸
殿
は
、
下
巻
半
ば
の
「
堀
川
の
泉
の
見
物
」
か
ら
「
扇
引
き
」
に

『
讃
岐
典
侍
日
記
』
の
「
常
陸
殿
」

―
「
典
侍
藤
原
房
子
」
説
の
問
題
点
と
「
歌
人
肥
後
」
説
の
可
能
性

―
髙
野
瀬
　
　
惠
　
　
子
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続
く
記
事
に
見
え
る
「
常
陸
殿
」
と
同
一
人
物
と
見
ら
れ
る
。

 
六
月
に
な
り
ぬ
。
暑
さ
所
狭
き
に
も
、
先
づ
、
こ
ぞ
の
こ
の
頃
は
、
事

も
な
く
、
御
心
地
よ
げ
に
遊
ば
せ
給
ひ
て
、
堀
川
の
泉
、
人
々
、「
見
む
」

と
あ
り
し
を
、
何
と
お
ぼ
し
め
し
し
に
か
、
あ
な
が
ち
に
す
す
め
つ
か
は

し
し
か
ば
、「
お
ぼ
し
め
し
ご
と
な
れ
ば
、
先
づ
明
日
」
と
て
、
わ
れ
は

出
で
て
、
人
た
ち
待
ち
し
に
、
二
車
ば
か
り
乗
り
連
れ
て
、
日
ぐ
ら
し
遊

び
て
帰
り
し
に
、「
わ
れ
は
、
こ
よ
ひ
と
ま
り
て
、
心
安
き
所
に
て
う
ち

休
ま
む
」
と
思
ひ
て
、
と
ど
ま
り
し
を
、
常
陸
殿
と
い
ふ
女
房
、「
あ
な

ゆ
ゆ
し
。
た
だ
参
ら
せ
給
へ
。『
扇
引
き
な
ど
人
々
に
せ
さ
せ
む
』
な
ど

あ
り
し
。
御
扇
ど
も
ま
う
け
て
、
待
ち
ま
ゐ
ら
さ
せ
給
ふ
に
」
と
あ
れ
ば
、

こ
の
人
た
ち
に
具
し
て
参
り
ぬ
。

こ
の
記
事
は
「
六
月
に
な
り
ぬ
」
と
述
べ
た
上
で
「
こ
ぞ
の
こ
の
頃
」
を
回
想

す
る
の
で
、
天
皇
が
崩
御
し
た
嘉
承
二
（
一
一
○
七
）
年
六
月
頃
の
出
来
事
を

述
べ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
天
皇
が
死
に
至
る
病
に
伏
し
た
の
が
こ
の
月

二
十
日
で
、
回
想
で
描
か
れ
て
い
る
の
は
六
月
上
旬
頃
で
あ
る
。
記
事
に
よ
る

と
、
常
陸
殿
は
「
泉
見
物
」
の
後
で
堀
河
天
皇
が
「
扇
引
き
」
を
計
画
し
て
い

る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、
長
子
に
共
に
帰
参
す
る
よ
う
促
し
て
い
る
。
つ
ま
り

常
陸
殿
は
天
皇
の
行
動
や
意
向
を
知
り
得
る
環
境
に
居
た
人
物
で
、
長
子
と
も

顔
見
知
り
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

こ
の
「
常
陸
殿
」
に
つ
い
て
最
初
の
考
察
を
示
さ
れ
た
の
は
、
女
流
日
記
研

究
の
先
駆
者
玉
井
幸
助
氏
で
あ
っ
た
。
玉
井
氏
は
『
讃
岐
典
侍
日
記
通
釈
』
に

お
い
て
、『
中
右
記
』
寛
治
七
年
五
月
五
日
条
に
詳
細
に
記
録
さ
れ
た
「
郁
芳

門
院
根
合
」
に
、
左
方
女
房
と
し
て
見
え
る
「
常
陸
故
宗
実

朝
臣
女

」⑸、
及
び
同
右
方
女
房

の
「
院
常
陸
経
仲
朝

臣
女

」
を
挙
げ
、「
是
等
の
人
の
中
か
」
と
さ
れ
た⑹
。
こ
れ
は
堀
河

天
皇
時
代
の
記
録
か
ら
「
常
陸
」
を
求
め
た
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

宮
崎
荘
平
氏
が
、「
根
合
」
記
録
の
二
人
の
常
陸
は
天
皇
女
房
で
あ
る
こ
と
を

示
す
「
内
」
が
付
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
女
院
女
房
と
見
る
べ
き
だ
と
し
、
玉
井

説
を
否
定
し
た⑺
。
確
か
に
「
郁
芳
門
院
根
合
」
の
女
房
た
ち
に
は
「
内
」「
院
」

が
付
さ
れ
た
女
房
と
そ
う
で
な
い
女
房
と
が
お
り
、
こ
れ
は
女
房
ら
の
所
属
の

違
い
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
宮
崎
氏
の
批
判
は
尤
も
で
あ
る
。
次
い
で

氏
は
、「
わ
が
同
じ
心
に
偲
び
ま
ゐ
ら
せ
ん
人
」「
こ
の
み
か
ど
に
あ
ひ
た
る
人
」

と
呼
べ
る
女
房
な
ら
ば
崩
御
時
に
素
服
を
賜
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
、
記

録
に
残
る
素
服
の
女
房
中
に
「
常
陸
」
は
見
当
た
ら
な
い
も
の
の
、「
因
幡
・

肥
後
（
以
上
、
掌
侍
）」（『
中
右
記
』『
為
房
卿
記
』）
と
あ
る
の
に
注
目
さ
れ
た
。

堀
河
天
皇
に
仕
え
て
い
た
肥
後
内
侍
は
、『
尊
卑
分
脈
』
や
『
中
右
記
』
承
徳

二
年
三
月
七
日
条
な
ど
に
よ
っ
て
高
階
基
実
女
基
子
と
知
ら
れ
る
が
、
氏
は
高

階
基
子
が
「
堀
河
帝
崩
御
ま
で
勤
仕
し
て
、
素
服
を
賜
っ
た
こ
と
は
証
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
」
と
さ
れ
、
掌
侍
肥
後
が
『
肥
後
集
』
作
者
と
同
一
人
物
で
あ

る
可
能
性
に
つ
い
て
追
究
さ
れ
た
。『
肥
後
集
』
作
者
に
は
「
常
陸
」
の
別
称

が
あ
り⑻
、「
讃
岐
典
侍
な
ど
全
く
及
び
も
つ
か
ぬ
、
歌
才
に
恵
ま
れ
、
隆
盛
期

の
堀
河
院
歌
壇
に
は
な
ば
な
し
く
臨
ん
だ
女
房
で
あ
っ
た
」
し
、『
俊
忠
集
』

に
は
肥
後
と
俊
忠
と
の
堀
河
院
追
慕
の
贈
答
が
あ
っ
て⑼
、
こ
の
歌
人
肥
後
が
堀

河
天
皇
を
偲
ぶ
心
が
深
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
、『
讃
岐
典
侍
日
記
』
跋
文

の
「
常
陸
殿
」
に
相
応
し
い
と
の
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
宮
崎
氏
の
説
は
、
肥

後
内
侍
＝
『
肥
後
集
』
作
者
と
し
た
点
に
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

守
屋
省
吾
氏
は
、「
常
陸
殿
」
に
つ
い
て
の
玉
井
・
宮
崎
両
氏
の
説
を
否
定
さ

れ
、
併
せ
て
『
中
右
記
』
に
見
え
る
「
常
陸
典
侍
房
子
」（
嘉
保
元
年
四
月
五

日
条
等
）
の
存
在
を
指
摘
し
て
、「
常
陸
殿
」
は
「
典
侍
藤
原
房
子
」
で
あ
る

と
の
見
解
を
打
ち
出
さ
れ
た⑽
。
こ
の
「
常
陸
典
侍
房
子
」
は
、
玉
井
氏
に
よ
っ

て
堀
河
院
の
乳
母
の
一
人
で
あ
る
大
弐
三
位
家
子
（
常
陸
介
藤
原
家
房
女
）
と
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同
一
人
物
と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
を
、
守
屋
氏
が
『
中
右
記
』
の
記
述
を
検
討

し
た
結
果
、
同
一
人
物
で
は
な
く
家
子
の
姉
妹
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
た

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
守
屋
氏
の
「
常
陸
殿
＝
典
侍
房
子
」
説
は
、
記
録
か
ら
房

子
の
存
在
を
拾
い
上
げ
た
こ
と
に
加
え
、
大
弐
三
位
乳
母
（
家
子
）
と
常
陸
典

侍
房
子
の
関
係
が
、
藤
三
位
乳
母
（
兼
子
）
と
讃
岐
典
侍
長
子
の
関
係
と
重

な
っ
て
く
る
た
め
に
、
長
子
と
房
子
に
親
密
な
交
際
が
あ
っ
て
も
自
然
だ
と
感

じ
ら
れ
る
点
で
、
説
得
力
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
前
掲
の
小
谷
野
『
全
評
釈
』

や
『
新
編
全
集
26　

讃
岐
典
侍
日
記
』
の
頭
注
も
、
こ
の
守
屋
説
に
従
っ
て
「
常

陸
殿
」
を
藤
原
房
子
と
注
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
現
在
は
「
常
陸
殿
」
を
「
藤
原
房
子
」
と
見
る
説
が
有
力
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
実
は
、
こ
の
「
常
陸
殿
＝
藤
原
房
子
」
も
全
く
問
題
が

無
い
わ
け
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
典
侍
藤
原
房
子
の
存
在
は
『
中
右
記
』

で
こ
そ
確
認
さ
れ
る
も
の
の
、
常
陸
典
侍
は
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
上
巻
に
は
登

場
せ
ず
、
前
述
の
よ
う
に
素
服
の
女
房
中
に
も
見
出
せ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
守

屋
氏
は
、
上
巻
に
上
臈
女
房
の
一
部
が
出
仕
し
て
い
な
い
こ
と
を
述
べ
て
「
あ

る
は
母
の
い
と
ま
、
今
一
人
は
と
う
よ
り
も
籠
り
ゐ
て
、
こ
の
二
三
年
参
ら
れ

ず
」
と
あ
る
点
を
検
討
さ
れ
、
房
子
は
嘉
承
二
年
六
月
頃
に
生
母
の
逝
去
に
遭

遇
し
て
服
喪
の
た
め
に
宮
中
か
ら
下
が
っ
て
い
た
と
推
論
し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
過
程
で
は
、「
常
陸
殿
す
な
わ
ち
藤
原
房
子
が
日
記
の
読
者
と
し
て
選
定

さ
れ
た
第
一
条
件
、『
わ
が
お
な
じ
心
に
し
の
び
参
ら
せ
ん
人
と
、
こ
れ
を
も

ろ
と
も
に
見
ば
や
』
と
い
う
点
か
ら
考
え
る
に
、
嘉
承
二
年
六
月
現
在
に
お
い

て
、『
こ
こ
二
三
年
参
ら
れ
ず
』
と
い
っ
た
ご
と
き
堀
河
帝
か
ら
疎
遠
な
状
態

に
あ
っ
た
者
で
は
な
か
ろ
う⑾
。」
と
述
べ
て
、
房
子
を
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
下

巻
の
常
陸
殿
と
考
え
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
推
論
を
行
う
の
で
あ
る
。
更
に
、

常
陸
典
侍
房
子
は
、
文
学
方
面
で
の
事
績
や
交
流
関
係
等
の
情
報
が
こ
れ
ま
で

の
と
こ
ろ
皆
無
で
あ
り
、
従
っ
て
前
掲
の
跋
文
の
「
三
条
件
」
で
言
え
ば
、
①

と
②
は
作
者
の
同
僚
典
侍
と
す
れ
ば
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
③
「
方
人
な
ど
」

を
持
つ
人
と
い
う
点
で
は
、
必
ず
し
も
条
件
に
合
致
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

し
か
し
、
守
屋
氏
は
こ
の
三
つ
め
の
条
件
に
関
連
し
て
、「
常
陸
殿
の
人
と
な

り
は
、『
か
た
う
ど
な
ど
な
か
ら
ん
人
は
、
は
え
な
き
心
地
す
れ
ば
』
に
示
唆

さ
れ
る
ご
と
く
、
宮
廷
の
男
女
か
ら
好
意
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
、
事
の
真
相
を

も
洞
察
し
得
る
人
物
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
、（
以
下
略
）」
と
述
べ
て
、
前
と

同
様
の
推
論
を
行
う
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
日
記
や
和
歌
な
ど
の
仮
名
作
品

に
し
て
も
公
卿
日
記
な
ど
の
史
料
に
し
て
も
、
現
存
す
る
も
の
か
ら
貴
族
社
会

の
詳
細
を
知
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
の
で
、
あ
る
程
度
の
推
論
は
止
む
を
得

な
い
が
、
房
子
を
「
常
陸
殿
」
と
見
な
し
た
上
で
の
推
論
は
、
い
さ
さ
か
本
末

転
倒
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
守
屋
説
も
な
お
少

な
か
ら
ぬ
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

２　
「
常
陸
殿
」
＝
『
肥
後
集
』
作
者
（
宮
崎
説
）
の
再
考

　

こ
れ
ま
で
の
「
常
陸
殿
」
を
め
ぐ
る
諸
説
に
、
い
ず
れ
も
大
な
り
小
な
り
の

問
題
が
あ
る
の
な
ら
ば
、「
常
陸
殿
」
の
候
補
と
な
り
得
る
人
物
を
検
討
し
続

け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
堀
河
天
皇
や
長
子
の
周
辺
に
存
し
た

女
房
で
、「
常
陸
」
と
呼
ば
れ
、『
讃
岐
典
侍
日
記
』
下
巻
の
常
陸
殿
と
な
り
得

る
可
能
性
の
あ
る
一
人
と
し
て
、『
肥
後
集
』
の
作
者
に
つ
い
て
、
か
つ
て
の

宮
崎
氏
の
論
と
は
別
の
視
点
か
ら
改
め
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　
『
肥
後
集
』
作
者
は
、
肥
前
守
（
肥
後
守
と
も
）
藤
原
定
成
女
、
関
白
藤
原

師
実
に
仕
え
た
女
房
で
、
肥
後
守
藤
原
実
宗
の
妻
と
な
っ
て
肥
後
国
に
下
向
し

た
事
も
あ
っ
た
。『
肥
後
集
』
は
師
実
に
仕
え
た
時
期
の
歌
を
収
め
た
自
撰
家

集
で
、
師
実
の
薨
去
後
ま
も
な
く
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
。
わ
た
く
し
は
以
前
、
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師
実
薨
去
後
、
す
な
わ
ち
『
肥
後
集
』
成
立
後
の
肥
後
の
動
向
と
そ
の
和
歌
に

つ
い
て
論
じ
て
、
康
和
五
（
一
一
○
三
）
年
頃
か
ら
肥
後
が
堀
河
天
皇
の
同
母

姉
で
あ
る
前
斎
院
令
子
内
親
王
に
再
出
仕
し
て
い
た
と
い
う
見
解
を
述
べ
た⑿
。

そ
こ
で
指
摘
し
た
こ
と
の
う
ち
、
肥
後
の
動
向
と
呼
称
に
関
す
る
点
を
簡
略
に

示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

Ａ
、『
散
木
奇
歌
集
』（
一
七
二
・
三
番
）
に
、
肥
後
の
家
の
山
吹
を
堀
河
天

皇
が
召
し
、
肥
後
が
花
に
結
び
つ
け
て
奉
っ
た
歌
に
俊
頼
が
返
歌
し
た
こ

と
が
見
え
る
。
肥
後
の
歌
は
『
千
載
集
』（
一
一
三
番
）
に
も
採
録
さ
れ
た
。

Ｂ
、『
続
後
撰
集
』（
一
一
三
八
・
九
番
）
に
見
え
る
堀
河
天
皇
と
肥
後
の
贈

答
歌
は
、
長
治
二
（
一
一
○
五
）
年
三
月
五
日
に
催
さ
れ
た
内
裏
歌
会
に

関
連
し
た
も
の
で
あ
る
。

Ｃ
、
詠
作
年
次
は
不
明
で
あ
る
が
、『
散
木
奇
歌
集
』
第
十
・
雑
歌
に
収
め

ら
れ
た
堀
河
天
皇
時
代
の
連
歌
に
、
肥
後
が
登
場
す
る
も
の
が
複
数
あ
り
、

中
で
も
天
皇
が
肥
後
の
句
に
付
け
る
よ
う
俊
頼
に
命
じ
て
い
る
内
容
の
詞

書
（
一
五
六
九
番
）
が
注
目
さ
れ
る
。

Ｄ
、
肥
後
の
女
房
名
は
夫
藤
原
実
宗
の
官
職
名
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
実
宗
は
嘉
承
二
年
に
常
陸
介
と
な
っ
た
。

Ａ
～
Ｃ
の
事
績
は
『
肥
後
集
』
に
は
全
く
見
え
ず
、
歌
人
と
し
て
名
誉
な
事
柄

が
集
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
そ
れ
が
集
成
立
以
後
の
事
で
あ
っ
た
と
考
え
る

の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。『
肥
後
集
』
中
の
詠
作
年
次
の
わ
か
る
歌
の
う
ち
最
も

新
し
い
も
の
は
、
師
実
薨
去
の
前
月
（
康
和
三
年
正
月
）
乃
至
は
康
和
四
年
五

月
で
あ
り⒀
、
Ｂ
は
も
と
よ
り
Ａ
・
Ｃ
も
集
の
成
立
後
と
考
え
る
こ
と
に
大
き
な

問
題
は
な
い
。
そ
し
て
、
肥
後
が
Ａ
～
Ｃ
の
如
く
堀
河
天
皇
と
関
わ
る
形
で
歌

を
留
め
得
た
の
は
、
そ
の
頃
の
肥
後
が
令
子
内
親
王
の
女
房
と
し
て
天
皇
に
接

す
る
こ
と
も
あ
る
場
所
に
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

　

令
子
内
親
王
は
白
河
院
の
第
三
皇
女
で
、
誕
生
直
後
か
ら
師
実
夫
妻
の
許
で

養
育
さ
れ
た
、
摂
関
家
と
の
繋
が
り
が
非
常
に
強
い
人
で
あ
る
。
師
実
・
師
通

の
後
見
の
も
と
に
斎
院
を
勤
め
、
師
通
と
師
実
が
相
次
い
で
薨
去
し
た
後
は
、

康
和
四
年
十
一
月
に
内
裏
に
入
っ
て
弘
徽
殿
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
。
以
後
、

二
条
堀
河
に
里
第
が
完
成
す
る
嘉
承
元
年
ま
で
、
四
年
以
上
も
堀
河
天
皇
に
寄

り
添
う
よ
う
に
、
内
裏
と
堀
河
院
に
暮
ら
し⒁
、
天
皇
は
折
々
に
令
子
方
を
訪
れ

て
音
楽
や
和
歌
に
興
じ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る⒂
。『
中
右
記
』
が
里
第
上
棟
の
記

事
中
に
「
偏
我
君
殊
所
令
沙
汰
申
御
也
」（
嘉
承
元
年
三
月
二
日
条
）
と
記
し

た
よ
う
に
、
堀
河
天
皇
が
大
切
に
し
た
姉
君
で
あ
る
。
師
実
家
の
女
房
で
あ
っ

た
肥
後
が
、『
艶
書
合
』
で
歌
詠
み
女
房
と
し
て
の
地
位
を
得
、
更
に
『
堀
河

百
首
』
歌
人
と
な
っ
た
頃
に
令
子
内
親
王
の
許
に
再
出
仕
し
た
の
は
、
師
実
と

内
親
王
の
関
係
や
、
内
親
王
が
内
裏
に
住
む
上
で
優
れ
た
女
房
を
必
要
と
し
た

で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
考
え
て
、
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
肥
後
が
内
裏
で
令
子
家

の
歌
詠
み
女
房
と
し
て
仕
え
て
い
た
な
ら
ば
、
天
皇
付
き
の
長
子
と
接
触
す
る

機
会
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
Ｄ
に
示
し
た
夫
の
任
常
陸
介
以
後
は
、
常

陸
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
或
い
は
実
宗
が
常
陸
介
と

な
っ
た
年
の
十
一
月
に
、
令
子
内
親
王
が
鳥
羽
天
皇
准
母
と
し
て
皇
后
宮
と

な
っ
た
こ
と
も
、
呼
称
が
変
わ
る
機
会
と
し
て
関
係
し
た
か
も
し
れ
な
い
。『
散

木
奇
歌
集
』
で
は
一
貫
し
て
「
肥
後
」
又
は
「
肥
後
君
」
と
称
さ
れ
、『
俊
忠
集
』

で
も
「
大
殿
の
肥
後
君
」
と
記
さ
れ
た
肥
後
で
あ
る
が
、
歌
人
と
し
て
交
際
の

あ
っ
た
人
々
か
ら
は
従
前
の
名
で
呼
ば
れ
る
と
し
て
も
、
嘉
承
二
年
以
後
は
常

陸
と
呼
ば
れ
て
も
不
自
然
で
は
な
く
、
令
子
内
親
王
家
女
房
と
な
っ
て
以
降
に

接
触
が
生
じ
た
人
々
か
ら
は
、
後
の
呼
称
で
あ
る
常
陸
の
ほ
う
で
呼
ば
れ
た
可

能
性
も
あ
ろ
う
。

　

宮
崎
氏
も
注
目
し
た
よ
う
に
、
肥
後
は
堀
河
天
皇
を
追
慕
す
る
歌
を
俊
忠
と
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交
わ
し
て
い
る
が
、
堀
河
院
歌
壇
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
っ
た
源
国
信
の

『
懐
旧
百
首
』
巻
末
に
も
、
国
信
と
贈
答
し
た
天
皇
崩
御
へ
の
哀
傷
歌
を
留
め

て
い
る⒃
。『
肥
後
集
』
以
後
の
詠
作
は
、『
堀
河
百
首
』『
永
久
百
首
』
の
ほ
か

に
は
、
勅
撰
集
・
私
撰
集
と
一
部
の
私
家
集
等
に
残
さ
れ
た
歌
を
除
い
て
散
佚

し
て
い
る
が
、
令
子
内
親
王
の
女
房
と
し
て
天
皇
に
何
度
も
接
す
る
機
会
が
あ

り
、
前
掲
Ａ
～
Ｃ
の
よ
う
な
事
績
を
持
つ
こ
と
か
ら
見
て
、
肥
後
が
崩
御
を
悲

し
み
、
在
世
の
頃
を
偲
ぶ
気
持
ち
を
深
く
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
。
宮
崎
氏
の
指
摘
ど
お
り
、
肥
後
は
跋
文
の
三
条
件
の
①
堀
河
天

皇
を
「
偲
び
ま
ゐ
ら
せ
」
る
人
に
当
て
は
ま
り
、
堀
河
院
歌
壇
の
女
流
歌
人
と

し
て
③
「
方
人
な
ど
」
持
つ
こ
と
を
十
二
分
に
満
た
す
人
物
な
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
視
点
を
変
え
て
、
下
巻
の
嘉
承
二
年
六
月
の
泉
見
物
の
場
面
に
戻

り
、
併
せ
て
こ
れ
に
続
く
扇
引
き
の
場
面
を
含
め
て
、
常
陸
殿
が
ど
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
か
に
着
目
し
た
い
。
１
で
引
用
し
た
部
分
の
一
部
に
は
、

…
常
陸
殿
と
い
ふ
女
房
、「
あ
な
ゆ
ゆ
し
。
た
だ
参
ら
せ
給
へ
。『
扇
引
き

な
ど
人
々
に
せ
さ
せ
む
』
な
ど
あ
り
し
。
御
扇
ど
も
ま
う
け
て
、
待
ち
ま

ゐ
ら
さ
せ
給
ふ
に
」
と
あ
れ
ば
、
こ
の
人
た
ち
に
具
し
て
参
り
ぬ
。

と
あ
る
の
だ
が
、
実
は
私
家
集
を
読
ん
で
い
る
と
、
傍
線
部
の
よ
う
な
「
○
○

と
い
ふ
人
」
等
の
表
現
に
は
比
較
的
敏
感
に
な
る
。
一
般
に
、
私
家
集
で
は
、

詞
書
に
お
い
て
こ
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
人
物
は
、
そ
の
集
に
名
前
が
登
場
す

る
人
物
の
中
で
は
ご
く
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。
次
に
具
体
例
の
一
部
を
示
す

（
全
て
詞
書
の
一
部
抜
き
出
し
。
引
用
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
り
、
適
宜

か
な
を
漢
字
に
直
し
た
）。

ａ
、
前
内
侍
と
い
ふ
人
、
さ
か
づ
き
に
…　
　
　
（
斎
宮
女
御
・
一
七
六
）

ｂ
、
五
節
と
い
ふ
人
こ
こ
ろ
よ
せ
あ
り
て
…　
　
　
　
　
（
兼
澄
・
一
六
）

ｃ
、
祭
主
輔
親
が
む
す
め
大
輔
と
い
ふ
人
を
…   （
和
泉
式
部
続
・
二
八
）

ｄ
、
八
つ
橋
と
い
ふ
う
へ
わ
ら
は
…　
　
　
　
　
　
　
（
輔
親
・
二
○
二
）

ｅ
、
か
う
ろ
と
い
ふ
あ
そ
び
の
…　
　
　
　
　
　
（
伊
勢
大
輔
・
一
四
六
）

ｆ
、
ち
や
う
げ
ん
あ
ざ
り
と
い
ふ
人
の
…　
　
　
（
伊
勢
大
輔
・
一
七
三
）

ｇ
、
連
歌
と
い
ふ
女
房
に
、
し
の
び
て
右
中
弁
伊
家
も
の
申
と
聞
こ
え
け

る
が
…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
散
木
奇
歌
集
・
一
五
九
○
）

こ
れ
ら
の
例
か
ら
見
て
、「
と
い
ふ
」
を
用
い
て
示
す
人
物
は
、
自
身
と
関
係

の
薄
い
、
あ
ま
り
親
し
く
な
い
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
通
常
、
親
し
い

同
僚
た
ち
や
、
異
性
で
も
顔
見
知
り
以
上
な
ら
ば
、
名
や
官
職
を
呼
び
捨
て
式

に
記
し
て
お
り
、「
と
い
ふ
」
な
ど
の
「
距
離
感
」
表
現
と
で
も
言
う
べ
き
言

い
回
し
は
使
用
し
な
い
。
こ
の
傾
向
は
女
流
日
記
に
も
当
て
は
ま
る
と
思
わ
れ

る
。
長
子
は
同
僚
の
一
人
を
指
す
の
に
「
○
○
と
い
ふ
女
房
」
と
表
現
す
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
常
陸
殿
を
典
侍
房
子
と
し
、
二
人
が
親
し
か
っ
た
と
考
え
る
の

は
、
こ
の
表
現
問
題
に
限
っ
て
言
え
ば
疑
問
に
思
わ
れ
る
。

　
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
に
は
、
こ
の
よ
う
な
「
と
い
ふ
」
表
現
が
こ
の
他
に
も

三
カ
所
あ
り
、
す
べ
て
下
巻
に
見
え
る
。
そ
の
一
つ
は
、
泉
見
物
に
続
く
「
扇

引
き
」
の
場
面
で
あ
る
。

…
つ
と
め
て
、「
明
く
る
や
遅
き
」
と
始
め
さ
せ
給
ひ
て
、
人
た
ち
召
し

据
ゑ
て
、
大
弐
三
位
殿
を
は
じ
め
て
、
ゐ
合
は
れ
た
り
し
に
、「
先
づ
引

け
」
と
仰
せ
ら
れ
し
か
ば
、
引
き
し
に
、「
美
し
」
と
見
し
を
え
引
き
当

て
で
、
中
の
悪
か
り
し
を
引
き
当
て
た
り
し
を
、
上
に
投
げ
置
き
し
か
ば
、

「
か
か
る
や
う
や
あ
る
」
と
て
、
笑
は
せ
給
ひ
た
り
し
こ
と
を
、
但
馬
殿

と
い
ふ
人
の
、「
家
の
子
の
心
な
る
や
。
異
人
は
え
せ
じ
」
な
ど
、
興
じ

合
は
れ
し
に
…
（
以
下
略
）

「
但
馬
殿
」
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
小
谷
野
氏
の
注
釈
で
も
、
天
皇
付
き

の
女
房
で
但
馬
と
呼
ば
れ
た
人
物
は
鳥
羽
天
皇
時
代
の
例
し
か
見
当
た
ら
な
い
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と
さ
れ
る
。
他
の
二
例
は
、

ｈ
、
…
宰
相
と
て
さ
ぶ
ら
は
る
る
人
、「
三
位
殿
は
い
ま
す
こ
し
近
く
参

ら
せ
た
ま
へ
。
典
侍
殿
は
今
は
は
づ
か
し
」
と
い
ふ
を
…

ｉ
、
ま
た
の
日
、「
出
雲
と
い
ふ
女
房
の
よ
み
て
、
北
面
の
壺
の
薄
に
結

び
つ
く
、
…
（
中
略
）
…
と
よ
み
た
り
つ
れ
」
と
聞
く
も
、
あ
は
れ
な

り
。

で
、
ｈ
は
崩
御
翌
年
の
三
月
、
姉
兼
子
と
共
に
堀
河
院
に
参
上
し
て
中
宮
の

三
十
講
に
列
し
た
こ
と
を
述
べ
た
部
分
で
、
宰
相
は
中
宮
篤
子
の
女
房
で
あ
る
。

ｉ
は
七
月
の
一
周
忌
後
に
人
々
と
別
れ
を
惜
し
ん
だ
こ
と
を
述
べ
た
件
に
あ
り
、

誰
か
が
長
子
に
語
っ
た
ら
し
い
部
分
に
「
と
い
ふ
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
出

雲
は
素
服
を
賜
っ
た
掌
侍
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
長
子
自
身
が
「
出
雲
と
い
ふ
女

房
」
と
表
現
し
た
と
は
言
え
な
い
例
か
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
確
実
に
長

子
が
「
距
離
感
」
の
あ
る
表
現
を
使
用
し
た
の
は
、
宰
相
・
常
陸
殿
・
但
馬
殿

の
三
人
に
対
し
て
で
、
宰
相
の
場
合
は
中
宮
女
房
で
あ
る
か
ら
こ
の
よ
う
に

言
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。
す
る
と
、
残
る
常
陸
と
但
馬
に
つ
い
て
も
、
宰
相
と

同
様
の
事
情
が
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
常
陸
と
但
馬
は
、
天

皇
付
き
女
房
で
は
な
く
、
中
宮
や
前
斎
院
令
子
の
女
房
で
あ
る
可
能
性
も
生
じ

る
の
で
あ
る
。
但
馬
と
呼
ば
れ
た
女
房
が
堀
河
天
皇
の
許
に
は
見
当
た
ら
な
い

の
も
、
他
所
の
女
房
で
あ
っ
た
な
ら
ば
納
得
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

次
に
、
常
陸
や
但
馬
を
、「
殿
」
を
付
し
て
呼
ぶ
点
に
も
注
目
し
た
い
。「
常

陸
殿
」
の
候
補
が
典
侍
な
ど
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
殿
が
付
く
か
ら
に
は
上
臈

女
房
（
守
屋
氏
も
そ
う
述
べ
る
）
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
一
つ
の
理
由
で
あ
る
。

で
は
、
殿
が
付
さ
れ
る
の
は
み
な
上
臈
女
房
で
あ
ろ
う
か
。『
讃
岐
典
侍
日
記
』

で
殿
が
使
わ
れ
る
の
は
殆
ど
下
巻
で
あ
る
。
上
巻
で
は
、
僅
か
に
終
り
の
あ
た

り
で
姉
の
兼
子
を
「
三
位
殿
」
と
記
す
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
箇
所
で
は

三
人
の
天
皇
の
乳
母
た
ち
に
も
殿
を
付
し
て
い
な
い
が
、
下
巻
に
入
る
と
、
常

陸
と
但
馬
を
除
け
ば
、
四
人
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

ｊ
、
三
位
殿
（
姉
・
兼
子
）

ｋ
、
弁
の
三
位
殿
（
天
皇
乳
母
藤
原
光
子
。
冒
頭
部
）　　
　

ｌ
、
弁
の
典
侍
殿
（
天
皇
乳
母
藤
原
悦
子
。
嘉
承
二
年
の
晦
日
）

ｍ
、
典
侍
殿
（
長
子
本
人
。
前
掲
本
文
ｈ
の
部
分
に
見
え
る
）

ｎ
、
大
和
殿
（
実
名
未
詳
。
素
服
を
賜
っ
た
女
房
で
あ
る
が
、
典
侍
・
掌

侍
で
は
な
く
、
命
婦
か
。
大
嘗
会
の
朝
の
贈
答
）

で
あ
り
、
ｊ
・
ｋ
・
ｌ
が
乳
母
た
ち
で
、
し
か
も
複
数
見
え
る
姉
の
例
を
除
い

て
、
残
り
は
「『
弁
の
三
位
殿
よ
り
御
文
』
と
い
へ
ば
」「『
弁
の
典
侍
殿
の
文
』

と
い
へ
ば
」「『
典
侍
殿
は
今
は
は
づ
か
し
』
と
い
ふ
を
」「『
大
和
殿
よ
り
』
と

い
ふ
」
と
、
み
な
会
話
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
上
巻
で
は
「
殿
」
を
付
さ
な
か
っ

た
乳
母
た
ち
に
、
下
巻
で
は
み
な
付
し
て
お
り
、
姉
兼
子
を
指
す
場
合
も
、
会

話
の
中
で
の
使
用
例
が
目
立
つ
。
天
皇
の
闘
病
か
ら
死
ま
で
を
「
記
録
す
る
」

こ
と
を
意
識
し
て
執
筆
さ
れ
た
上
巻
と
、
私
的
な
心
情
の
吐
露
や
回
想
が
中
心

と
な
っ
た
下
巻
と
で
は
、
執
筆
姿
勢
か
ら
来
る
文
体
の
相
違
が
表
れ
て
い
る
と

見
ら
れ
る
。
下
巻
で
は
周
防
内
侍
も
二
度
名
が
見
え
て
、
長
子
と
贈
答
も
し
て

い
る
が
、「
周
防
内
侍
、
後
冷
泉
院
に
お
く
れ
ま
ゐ
ら
せ
て
」
と
い
う
例
と
、

長
子
か
ら
「
周
防
内
侍
の
も
と
へ
…
い
ひ
や
る
」
と
あ
っ
て
、「
殿
」
を
付
さ

ず
冷
静
な
筆
致
で
あ
る
の
が
、
会
話
文
に
な
っ
て
い
る
「
大
和
殿
」
の
場
合
と

異
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
○
○
殿
」
を
、
上
臈

女
房
を
示
す
も
の
と
し
て
、
単
純
に
常
陸
や
但
馬
に
当
て
は
め
て
考
え
て
も
よ

い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

女
流
日
記
で
女
性
に
対
す
る
呼
称
と
し
て
「
殿
」
を
使
う
の
は
、
実
は
こ
の

『
讃
岐
典
侍
日
記
』
か
ら
で
あ
っ
て
、『
更
級
日
記
』
ま
で
は
使
用
さ
れ
て
い
な
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い
。
女
性
は
同
性
を
指
し
て
「
○
○
殿
」
と
は
呼
ば
ず
、
呼
び
捨
て
の
形
で
な

い
場
合
は
「
き
み
」
や
「
お
も
と
」
を
使
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
院
政
開
始

こ
ろ
か
ら
男
性
の
使
用
す
る
表
現
を
女
性
も
使
う
よ
う
に
な
っ
た
も
の
か
と
思

わ
れ
る
。
そ
し
て
、「
殿
」
が
付
さ
れ
る
の
は
上
臈
女
房
で
あ
る
と
い
う
、
よ

く
言
わ
れ
る
原
則
が
明
瞭
に
見
て
取
れ
る
の
は
、『
建
春
門
院
中
納
言
日
記
（
た

ま
き
は
る
）』
で
あ
る
。『
讃
岐
典
侍
日
記
』
と
『
建
春
門
院
中
納
言
日
記
』
の

間
に
は
、
成
立
に
百
年
余
の
隔
た
り
が
あ
り
、『
建
春
門
院
中
納
言
日
記
』
中

の
「
女
房
の
名
寄
せ
」
と
呼
ば
れ
る
建
春
門
院
女
房
の
一
覧
は
、
嘉
応
～
承
安

（
一
一
六
九
～
七
四
）
頃
、
則
ち
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
か
ら
六
十
年
後
の
状
況

と
見
ら
れ
る
。
試
み
に
女
流
歌
人
の
家
集
の
詞
書
を
調
べ
て
見
る
と
、
女
性
へ

の
呼
称
と
し
て
「
殿
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
例
は
、

『
出
羽
弁
集
』
四
例
（
人
物
二
人
。「
宮
の
近
江
殿
」「
宮
の
宣
旨
殿
」）

『
一
宮
紀
伊
集
』
一
例
（「
七
条
宮
の
四
条
殿
」）

『
小
侍
従
集
』
一
例
（「
宮
の
内
侍
殿
」）

で
あ
っ
た
。
実
質
二
例
見
え
る
『
出
羽
弁
集
』
は
、
永
承
六
年
の
正
月
か
ら
秋

ま
で
の
記
録
と
見
ら
れ
る⒄
が
、「
宮
」
は
出
羽
弁
の
主
人
で
あ
る
章
子
内
親
王

（
後
一
条
皇
女
、
後
冷
泉
中
宮
）、「
宮
の
近
江
」
は
『
栄
花
物
語
』
巻
二
八
の
「
近

江
の
三
位
」
と
同
一
人
物
で
あ
る
な
ら
ば
後
一
条
天
皇
乳
母
、「
宮
の
宣
旨
」

は
章
子
内
親
王
の
乳
母
で
あ
る
。『
出
羽
弁
集
』
で
は
乳
母
に
対
し
て
使
用
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、『
一
宮
紀
伊
集
』『
小
侍
従
集
』
を
含
め
て
も
全
体

と
し
て
の
「
殿
」
の
用
例
が
少
な
い
た
め
、
こ
れ
だ
け
で
は
「
殿
」
を
使
用
す

る
理
由
が
明
確
と
ま
で
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。『
讃
岐
典
侍
日
記
』
に
近
い

時
期
の
男
性
の
集
で
は
、
女
房
に
対
し
て
「
殿
」
を
用
い
る
例
が
見
え
る
が
、

同
じ
人
物
を
「
○
○
の
君
」
と
も
呼
ぶ⒅
な
ど
、
こ
ち
ら
も
上
臈
女
房
に
の
み

「
殿
」
を
使
用
し
て
い
る
の
か
否
か
は
判
断
し
難
い
状
況
で
あ
る
。
従
っ
て
、

『
讃
岐
典
侍
日
記
』
の
時
点
で
、
女
房
に
つ
い
て
検
討
す
る
上
で
「
殿
」
の
有

無
と
身
分
の
関
係
を
ど
こ
ま
で
考
慮
す
べ
き
か
、
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
会

話
と
「
殿
」
が
関
係
す
る
よ
う
に
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
「
常
陸
殿
」「
但

馬
殿
」
の
場
合
に
は
「
殿
」
が
上
臈
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
い
う
よ
り
も
、
敬

意
を
込
め
て
呼
ぶ
と
い
う
気
持
ち
の
表
れ
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
従
来
は
天
皇
に
仕
え
る
女
房
の
中
に
求
め
ら
れ
て
き
た
「
常

陸
殿
」
を
、
呼
称
な
ど
か
ら
検
討
し
て
見
る
と
、
長
子
の
同
僚
女
房
と
見
な
す

べ
き
理
由
が
希
薄
に
な
り
、
一
方
、
令
子
内
親
王
に
仕
え
た
歌
人
肥
後
を
「
常

陸
殿
」
と
考
え
る
こ
と
も
強
ち
無
理
で
は
な
い
状
況
が
生
じ
る
と
言
え
よ
う
。

３　
「
泉
見
物
」
記
事
の
解
釈
と
ま
と
め

　

以
上
、
か
つ
て
の
宮
崎
氏
と
は
別
の
方
法
で
、『
肥
後
集
』
作
者
が
「
常
陸
殿
」

で
あ
る
可
能
性
を
探
っ
て
み
た
。
堀
河
院
歌
壇
の
女
流
歌
人
肥
後
を
常
陸
と
考

え
る
こ
と
は
、
跋
文
の
三
条
件
の
う
ち
の
①
と
③
で
は
問
題
が
無
い
こ
と
が
以

前
か
ら
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
で
は
、
残
る
②
「
わ
れ
を
あ
ひ
思
」
う
人
で
あ
る

点
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
宮
崎
氏
が
肥
後
内
侍
を
歌
人
肥
後
と
同
一
人
物
に

考
え
た
の
は
、
②
の
こ
と
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
令
子
内
親
王
に
仕
え
て
、

天
皇
付
き
女
房
と
も
接
触
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
だ
け
で
は
、
②
の
条
件

を
十
分
に
満
た
す
と
は
言
い
難
い
点
が
あ
る
。
常
陸
殿
が
「
泉
見
物
」
の
場
面

で
、
堀
河
天
皇
の
「
扇
引
き
」
の
心
づ
も
り
を
知
っ
て
い
て
長
子
に
帰
参
を
促

し
た
事
情
に
つ
い
て
も
考
察
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

守
屋
氏
は
こ
の
場
面
に
登
場
す
る
常
陸
殿
に
つ
い
て
、「
こ
と
ば
づ
よ
く
長

子
の
宮
中
帰
参
を
勧
誘
し
た
の
は
、
長
子
を
欠
い
て
は
堀
河
帝
の
心
を
慰
藉
す

る
こ
と
が
半
減
す
る
こ
と
を
、
熟
知
し
て
」
い
た
と
し
て
、「
常
陸
殿
の
訓
戒

め
い
た
言
辞
は
き
わ
だ
つ
。
…
こ
れ
だ
け
の
口
吻
を
も
っ
て
長
子
に
相
対
す
る
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こ
と
が
で
き
た
と
い
う
の
は
、
両
者
の
関
係
が
他
の
女
房
関
係
に
倍
し
て
親
密

な
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
仮
に
常
陸
殿
を
長
子
の
同
僚
女

房
に
求
め
な
い
立
場
を
と
る
な
ら
ば
、
常
陸
殿
の
言
動
に
も
別
の
解
釈
が
成
り

立
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

嘉
承
二
年
六
月
、
内
裏
は
堀
河
院
で
、
中
宮
も
共
に
堀
河
院
に
い
た
。
令
子

内
親
王
は
里
第
に
い
た
が
、
そ
れ
は
堀
河
院
と
二
条
大
路
を
挟
ん
だ
北
側
に
作

ら
れ
た
も
の
ら
し
い⒆
。「
堀
川
の
泉
」
が
ど
こ
を
指
す
の
か
不
明
だ
が
、
女
房

等
が
車
で
出
か
け
て
遊
興
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
少
し
離
れ
た
場
所
で
あ
っ
た
ろ

う
か
。
１
で
引
用
し
た
箇
所
を
読
む
と
、
当
日
、
長
子
は
一
人
先
に
行
き
、
後

か
ら
車
二
両
に
乗
っ
た
女
房
ら
が
や
っ
て
来
た
。
そ
の
面
々
が
「
日
ぐ
ら
し
遊

び
て
帰
り
し
に
」、
長
子
は
余
所
で
泊
ま
っ
て
帰
ろ
う
と
思
っ
て
「
と
ど
ま
り

し
を
」、
常
陸
殿
が
強
く
帰
参
を
促
し
た
の
で
、「
こ
の
人
た
ち
に
具
し
て
参
り

ぬ
」
と
あ
る
。
叙
述
か
ら
は
、
常
陸
殿
は
後
か
ら
の
「
車
二
両
」
で
や
っ
て
来

た
女
房
の
一
人
か
と
考
え
ら
れ
、
後
か
ら
来
た
の
な
ら
ば
、
先
発
し
た
長
子
が

知
ら
な
い
「
扇
引
き
」
の
準
備
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
言
葉

強
く
帰
参
を
促
し
た
こ
と
も
、
常
陸
殿
が
こ
の
日
の
一
行
中
で
は
年
嵩
で
あ
っ

た
と
す
る
な
ら
ば
、
相
手
が
天
皇
の
寵
愛
を
受
け
る
典
侍
で
あ
っ
て
も
あ
り
得

な
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

中
宮
篤
子
方
女
房
や
、
前
斎
院
令
子
方
女
房
が
、
上
の
女
房
た
ち
と
ど
こ
ま

で
接
触
や
交
流
が
あ
っ
た
の
か
、
具
体
的
な
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
が
、
中
宮

方
や
令
子
方
で
催
さ
れ
る
管
絃
や
和
歌
、
或
い
は
清
涼
殿
で
行
わ
れ
る
催
し
等

で
、
他
に
仕
え
る
女
房
等
が
同
席
す
る
こ
と
が
皆
無
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
。
天
皇
側
近
の
廷
臣
た
ち
と
、
別
々
の
家
に
仕
え
る
歌
詠
み
女
房
ら

で
行
わ
れ
た
『
艶
書
合
』
や
『
堀
河
百
首
』
の
場
合
を
考
え
る
と
、
堀
河
天
皇

が
主
導
し
て
行
わ
れ
る
催
し
で
は
、
女
房
等
も
そ
の
所
属
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な

く
関
与
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。「
泉
見
物
」
や
「
扇
引
き
」
も
ま
た
、

そ
う
し
た
上
の
女
房
だ
け
に
限
定
さ
れ
な
い
催
し
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
も
考

え
ら
れ
よ
う
。
無
論
そ
れ
は
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と

で
あ
っ
て
、
想
像
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
考

察
す
る
こ
と
も
決
し
て
無
意
味
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
長
子
と
令
子
方
女
房
の
肥
後
ら
の
間
に
あ
る
程
度
の
交
流
が
あ
っ
た

と
見
て
、
跋
文
の
条
件
②
が
あ
る
程
度
満
た
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
で
問
題

が
す
べ
て
片
づ
く
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
肥
後
が
常
陸
と
称
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
時
期
が
早
く
て
も
嘉
承
二
年
で
あ
る
こ
と
も
、
肥
後
＝
「
常
陸
殿
」
を

言
う
上
で
少
し
弱
い
点
と
し
て
残
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
稿
は
、
強
い
て

「
常
陸
殿
」
は
肥
後
で
あ
る
と
主
張
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
定
説
化

し
つ
つ
あ
る
「
典
侍
藤
原
房
子
」
説
に
対
し
て
生
じ
た
疑
問
点
を
提
示
し
、「
歌

人
肥
後
」
説
を
検
討
す
る
作
業
を
通
し
て
、
一
度
は
否
定
さ
れ
た
宮
崎
荘
平
氏

の
考
察
に
も
な
お
耳
を
傾
け
る
べ
き
点
は
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
の
で
あ
る
。

「
常
陸
殿
」
問
題
は
、
ど
の
説
に
も
絶
対
的
な
証
拠
が
な
い
以
上
、
出
来
る
限

り
様
々
な
角
度
か
ら
十
分
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
、
わ
た
く
し
は

考
え
る
。

注
⑴　

守
屋
省
吾
「
日
記
の
披
見
者
『
常
陸
殿
』」（『
平
安
後
期
日
記
文
学
論
―
更
級
日

記
・
讃
岐
典
侍
日
記
―
』
昭
和
58
年　

新
典
社
）
等
。

⑵　

宮
崎
荘
平
「
讃
岐
典
侍
日
記
の
『
常
陸
殿
』
に
つ
い
て
」（『
国
文
学
』
昭
和
44
年

11
月
号
）
に
よ
る
。

⑶　

玉
井
幸
助
『
讃
岐
典
侍
日
記
通
釈
』（
昭
和
11
年　

育
英
書
院
）
ほ
か
。

⑷　

石
井
文
夫　

校
注
・
訳
『
讃
岐
典
侍
日
記
』（
日
本
古
典
文
学
全
集
18
所
収　

昭

和
46
年　

小
学
館
）
以
降
、
こ
の
解
釈
が
多
い
。
小
谷
野
純
一
『
讃
岐
典
侍
日
記
全



― ―152

評
釈
』（
昭
和
63
年　

風
間
書
房
）
等
も
同
じ
。

⑸　
『
中
右
記
』
の
表
記
に
よ
る
。
玉
井
氏
の
原
文
で
は
割
り
注
の
形
に
は
な
っ
て
い

な
い
。

⑹　

玉
井
氏
前
掲
注
⑶
。

⑺　

宮
崎
氏
前
掲
注
⑵
。

⑻　
「
永
久
百
首
」
の
「
常
陸
」
は
「
肥
後
守
定
成
女
本
名
肥
後
皇
后
宮
女
房
」
と
注

さ
れ
て
お
り
、
肥
後
と
同
一
人
物
と
知
ら
れ
る
。

⑼　
『
俊
忠
集
』（
桂
宮
本
）
一
九
～
二
三
番
。
肥
後
が
花
見
の
帰
り
に
堀
河
院
を
偲
ぶ

歌
を
俊
忠
に
届
け
た
が
、
俊
忠
が
贈
り
主
を
誤
解
し
て
中
宮
篤
子
方
に
返
歌
し
、
後

に
肥
後
と
解
っ
て
贈
答
し
た
、
そ
の
一
連
の
遣
り
取
り
。
前
掲
注
⑵
の
宮
崎
論
文
で

は
肥
後
の
歌
の
み
引
用
さ
れ
て
い
る
。

⑽　

守
屋
氏
前
掲
注
⑴
。
但
し
、
論
の
初
出
は
『
平
安
文
学
研
究
』（
第
四
七
輯　

昭

和
47
年
11
月
）

⑾　

守
屋
氏
前
掲
注
⑴
に
よ
る
。

⑿　

拙
稿
「
令
子
内
親
王
家
の
歌
人
肥
後
―
『
肥
後
集
』
以
後
の
和
歌
活
動
―
」（『
和

歌
文
学
研
究
』
九
十
二
号　

平
成
18
年
６
月
）

⒀　

集
の
末
尾
に
康
和
四
年
五
月
の
『
堀
河
院
艶
書
合
』
の
歌
が
あ
る
が
、
そ
の
歌
が

前
番
と
後
番
と
あ
る
う
ち
の
後
番
の
み
で
あ
る
事
な
ど
不
審
も
あ
り
、
後
人
の
追
加

の
可
能
性
も
少
な
く
な
い
。
末
尾
の
歌
が
後
の
追
加
な
ら
ば
、
最
も
新
し
い
歌
は
康

和
三
年
正
月
の
も
の
（
忠
実
の
右
大
臣
大
饗
の
折
）
と
な
る
。

⒁　
『
中
右
記
』
及
び
『
殿
暦
』
に
よ
る
。
堀
河
天
皇
と
令
子
内
親
王
の
動
静
を
整
理

し
た
年
表
も
、
古
池
由
美
『
堀
河
朝
の
文
学
―
堀
河
天
皇
の
動
静
を
中
心
と
し
て
―
』

（
平
成
12
年
７
月　

新
典
社
）
に
あ
る
。

⒂　
『
二
条
太
皇
太
后
宮
大
弐
集
』
よ
り
（
適
宜
漢
字
を
あ
て
た
）

う
ち
の
御
前
の
、
お
ほ
む
こ
と
弾
き
あ
そ
ば
せ
お
は
し
ま
す
を
、
聞
き
参
ら
せ

て

琴
の
音
は
う
へ
ま
つ
か
ぜ
に
通
ひ
け
り
千
歳
を
経
べ
き
君
に
ひ
か
れ
て　
（
一
八
四
）

う
ち
の
御
前
に
、
隠
し
題
に
詠
み
に
く
き
物
と
お
ほ
せ
ら
れ
し
つ
い
で
に
か
や

（
一
九
七
番
詞
書
）。

⒃　

拙
稿
注
⑿
参
照
。
贈
答
は
二
組
あ
る
（
適
宜
漢
字
を
当
て
た
）。

さ
て
そ
の
頃
、
例
な
ら
ざ
り
し
を
人
の
と
ひ
た
り
し
か
ば

尽
き
も
せ
ず
憂
き
世
に
物
を
思
へ
と
や
限
り
の
た
び
も
か
け
留
む
ら
む

か
へ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

肥
後

我
も
世
に
生
き
た
る
程
は
生
き
留
ま
れ
君
を
ぞ
君
が
か
た
み
と
はも

み

る
す
る

同
じ
人

君
な
ら
で
見
し
よ
の
夢
も
誰
と
か
は
語
り
あ
は
せ
て
音
を
も
泣
か
ま
し

か
へ
し

く
れ
惑
ひ
あ
く
が
れ
に
け
る
心
に
は
昔
語
り
も
え
こ
そ
せ
ら
れ
ね

⒄　

久
保
木
哲
夫
「
出
羽
弁
集
考
」（『
講
座
平
安
文
学
論
究
１
』
昭
和
58
年　

風
間
書

房
）
に
よ
る
。

⒅　
『
江
帥
集
』
四
七
○
番
詞
書
に
「
京
極
の
つ
の
き
み
の
も
と
へ
つ
か
は
す
」
と
あ
り
、

四
七
二
番
に
も
「
七
月
七
日
、
又
、
つ
と
の
へ
つ
か
は
す
」
と
あ
る
が
、「
京
極
の

摂
津
の
君
」
と
「
摂
津
殿
」
は
同
人
物
（
令
子
内
親
王
家
摂
津
）
を
指
す
と
考
え
ら

れ
る
。
男
性
歌
人
の
集
で
女
房
の
呼
称
に
「
殿
」
を
付
す
例
は
他
に
『
行
宗
集
』
な

ど
が
あ
る
。

⒆　

古
池
由
美
『
堀
河
朝
の
文
学
―
堀
河
天
皇
の
動
静
を
中
心
と
し
て
―
』（
平
成
12

年
７
月　

新
典
社
）
の
一
九
六
頁
。


